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進 退 伺
令和○年7月15日、購買部資材調達課において、製造用部品の発注数量を誤り、本来500個とすべきところ5,000個を取引先へ発注する事案が発生いたしました。
確認の結果、担当者が発注システムへ数量を入力する際に桁を誤ったことに加え、承認時に発注数量と生産計画との照合が十分に行われていなかったことが判明しております。
誤発注が判明した時点ですでに一部の製造工程が進んでいたため、注文の全量を取り消すことができず、会社に余分な仕入費用および保管費用を発生させる結果となりました。また、取引先にも発注内容の変更や納期調整など、多大なご迷惑をおかけいたしました。
本件は担当者による入力ミスが直接の原因ではありますが、発注業務における確認体制を整備し、適切に運用させることは管理責任者である私の職責であります。承認手続きや確認方法が形骸化していたことを把握できず、必要な指導と改善を行ってこなかったことについて、管理監督上の責任を重く受け止めております。
事案発生後は、発注数量と生産計画を照合する確認項目を追加するとともに、一定金額以上または通常数量を大幅に上回る発注については、複数の責任者による承認を必要とする運用へ改めました。あわせて、購買部内で発注手順を再確認し、同様の誤りを防ぐための教育を実施しております。
しかしながら、これらの再発防止策を講じたとしても、本件における私の管理監督責任がなくなるものではないと考えております。
つきましては、購買部長としての職責に鑑み、自らの進退について会社のご判断を仰ぎたく、ここに進退伺を提出いたします。
いかなるご決定につきましても真摯に受け止め、会社のご指示に従う所存でございます。何卒ご決裁くださいますようお願い申し上げます。
以上
